二 おん. S まれ 

小 女で ある。 未亡人 は 頭痛 持で こんな 席へ は 稀に しか 

も かえりうち あ 

出て 来ぬ が、 出て 来る と、 若し 返 討な どに 逢い はす ま 

いかと 云う 心配ば かりして、 果 はどうして こんな 災難 

に 遇った ことかと 繰り返して くどくの であった。 日が 

すまえ もん 

窪から 来る 原 田 夫婦 や、 未亡人の 実弟 桜 井須 磨 右衛門 

は、 いつも それ を 慰めよう として 骨 を 折った。 

然るに ここに 親戚 一 同が ひどく 頼みに 思って いる 男 

がー 人い る。 この 男 は 本国 姫路 にいる ので、 こう 云う 

席に は 列す る ことが 出来なかった が、 訃音に 接する や 

くやみ 

否や、 弔慰の 状 をよ こして、 敵 討に はきつ と 助太刀 を 

すると 誓った ので ある。 姫路 では この 男 は 家老 本 多 



の は 気の毒 だと 云う ので、 宇 平 一 家 はや はり 遠い 親戚 

に 当る、 添 邸の 山 本 平作 方へ、 八日の 辰の刻 過に 避難 

した。 

三 右衛門が 遺族 は 山 本 平作 方の 部屋 を 借りて、 夢の 

中で 夢を見る ような 心 持に なって、 ぼんやり している _ 

未亡人 は 頭痛が 起って 寝た きりで ある。 宇 平 は 腕 組 を 

ただ きがね 

して 何やら 考え込む。 只リょ 一 人 平作の 家族に 気 兼 を 

かいがい ひるごろ 

しながら、 甲斐々々 しく 立ち働い ていたが、 午 頃に なつ 

たちのき じょ 

て 細 川の 奥方の 立 退 所が 知れた ので、 すぐに 見舞に 

住った。 



来に 召し抱える ことにした。 

九郎 右衛門、 宇 平、 文吉の 三人 は 二十 九日に 菩提 所 

遍立 寺から 出立す る ことに 極めて、 前日に 浜 町の 山 本 

平作 方 を 引き払って、 寺へ 住った。 そこへ は 病気の ま 

だ 好くなら ぬ 未亡人の 外 、りよ を始、 親戚 一 同が 集まつ 

さかずき く 

て 来て、 先ず 墓参 をして、 それから 離別の 盃 を 酌み 

交した。 住持 は その 席へ 蔷麦を 出して、 「これ は 手 討 

ぎリ 

のらん 切で ございます」 と、 茶番め いた 口上 を 言った _ 

しお 

親戚 は 笑い 興じて、 只 一人 打ち萎れ ている りよ を 促し 

立てて 帰った。 



えちごの くに かしわ ざき 

越後 国で は、 高 田 を 三日、 今 町 を 二日、 柏 崎、 長 岡 を 

一日、 三条、 新 潟 を 四日で 廻った。 そこから 加賀 街道 

えつち ゆうの くに 

に 転じて、 越 中国に 入って、 富 山に 三日いた。 この 

こうむ はなはだ 

辺 は 凶年の 影響 を 蒙る ことが 甚 しくて、 一 行 は 麦 

むしろ 

に 芋 大根 を切リ 交ぜた 飯 を 食って、 農家の 土間に 筵 

J パ こ o く 一」』 み 3 fl' く 一 J 

を 敷いて 寝た。 飛驛 国で は 高山に 二日、 美 濃 国で は 

かなやま きそ じ おわりの くに 

金山に 一 日いて、 木 曽路を 太 田に 出た。 尾 張 国で は、 

犬 山に 一 日、 名 古屋に 四日いて、 東海道 を宫に 出て、 

いせのく に 

佐屋を 経て 伊勢 国に 入リ、 桑 名、 四日 巿、 津を 廻り、 

松 坂に 三日いた。 



雪 は 降って 来る。 九郎 右衛門の 足 痛 は 次第に 重る ばか 

リ である。 とうとう 宇 平と 文吉 とで 勧めて、 九 郎右衛 

門 を 一旦 姫路へ 帰す ことにした。 九郎 右衛門 は 渋りな 

がら 下 関から 舟に 乗って、 十二月 十二 日の 朝 播磨国 

むろの つ ひら 

室津に 着いた。 そして その 日のう ちに 姫路の 城下 平の 

まち は い 

町の 稲田 屋に這 入った。 本意 を 遂げる まで は、 飽 くま 

でも 旅 中の 心得で いて、 悴の 宅に は 帰らぬ ので ある。 

宇 平 は九郎 右衛門 を 送って 置いて、 十二月 十日に 文 

すおうの くに 

吉を 連れて 下 関 を 立った。 それから 周 防 国 宫巿に 二日 

むろ づ み 

いて、 室 積 を 経て、 岩 国の 錦 帯 橋へ 出た。 そこ を 三日 

あきのく に 

捜して、 舟で 安芸 国宫 島へ 渡った。 1 ム 島に 八日いて、 



びん ごのく に とも 

備後 国に 入り、 尾の 道、 辆に 十七 日、 福 山に 二日いた。 

力た 力た 

それから 備前国 岡 山 を 経て、 九郎 右衛門の 見舞 旁 姫 

路に 立ち寄った。 

宇 平、 文吉が 姫路の 稲田 屋で 九郎 右衛門と 再会した 

きのと ひつじ 

の は、 天 保 六 年 乙 未の 歳 正月 二十日であった。 丁度 

こうがん ざん かんぬし 

その 時 広 岸 (広 峯) 山の 神主 谷 口 某と 云う ものが、 怪 

しい 非人の 事 を 知らせて くれたので、 九郎 右衛門が 文 

いわみ うまれ 

吉を 見せに 遣った。 非人 は 石 見 産 だと 云って いた。 人 

に怪 まれる の は 脇差 を 持って いたから であった。 しか 

し 敵ではなかった。 

九郎 右衛門の 足 はま だ なかなか 直らぬ ので、 宇 平 は 



は、 神社で 神に 仕える もので はない。 胸に 小さい 宫を 

もみ くく リ ざる つ 

懸けて、 それに 紅で 縫った 括 猿な ど を 吊り下げ、 手に 

こじき 

鈴 を 振って 歩く 乞食で ある。 

いとま 

その 時九郎 右衛門、 宇 平の 二人 は 文 吉に暇 を 遣ろ 

うとして、 こう 云った。 これまで も 我々 は 只お 前と 寝 

食 を 共に すると 云う だけで、 給料と 云う もの も 遣らず 

名のみ 家来に していた のに、 お前 は 好く 辛抱して 勤め 

て くれた。 しかしもう 日本 全国 を あらかた 遍歴して 見 

たが、 敵 は なかなか 見附から ない。 この 按蝌 では 我々 

が 本意 を 遂げる の は、 いつの 事 か 分らない。 事に よつ 

うらみ の 

たらこの まま S を 呑んで 道路に の たれ 死 をす るか も 



平穏な 時が なくなって、 始終 興奮して いる。 f 可々 した 

ような 起居 振舞 をす る。 それにい つもの ような 発揚の 

おしや ベリ むしろ 

状態に なって、 饒舌 をす る こと は 絶えて 無い。 寧 沈 

ささ い 

黙 勝 だと 云っても 好い。 只 興奮して いるた めに、 瑣細 

な 事に も 腹 を 立てる。 又 何事 もない と、 わざわざ 人 を 

挑んで 詞尻を 取って、 t 怒の 動機 を 作る。 さて 怒が 生 

じたと ころで、 それ を あらわに 発動 させずに、 口小言 

を 言って 拗ねて いる。 

こう 云う 状態が 二三 日 続いた 時、 文吉 は九郎 右衛門 

に 言った。 「若 檀那の 御 様子 はどう も 変じ や ございま 

せんか」 文 吉は宇 平の 事 を、 いっか 若 檀那と 云う こと 



た。 

「どうしたの だい」 と 叔父が 云った。 

「実は 少し 考えた 事が あるので す」 

「なんでも 好い から、 そう 云え」 

「おじさん。 あなた はいつ 敵に 逢える と 思って います 

ゝ I 

力」 

おれ 

「それ はお 前に も 分かる まいが、 己に も 分からん のう」 

「そうでしょう。 蜘蛛 は 網 を 張って 虫の 掛かる の を 

待って います。 あれ は どの 虫で も 好い の だから、 平気 

で 待って いるので す。 若し 一匹の 極まった 虫 を 取ろう 

とする の だと、 蜘蛛の 網 は 役に立ちますまい。 わたし 



九郎 右衛門 はこれ だけ 聞いて、 手早く 懐中から 早緦 

を 出して、 男 を 縛った。 そして 文吉に 言った。 「もう 

ここ は 好い から、 お茶 ノ 水の 酒 井亀 之 進 様のお 邸へ 

往 つて くれ。 口上 はこう だ。 手前 は 御 当家のお 奥に 勤 

やど もと かくらん 

めて いるり よの 宿 許から 参りました。 母親が 霍乱で 

よあけ 

夜 明まで 持つまい と 申す ことで ござります。 どうぞ 格 

おぼしめし 

別の 思 召 でお 暇 を 下さ つ て、 一 目お 逢わせ 下さる よ 

うにと、 そう 云う の だ。 急げ」 

にしきち よ う 

「は」 と 云って、 文 吉は錦 町の 方角へ 駆け出した。 

酒 井亀 之 進の 邸で は、 今 {i 奥の ひけが 遅くて、 りよ 



部屋の 戸 を 内から 締めたり よは、 葛籠の 蓋 を 開けた。 

先ず 取り出し たの は 着換の 帷子 一 枚で ある。 次に 臂を 

ずっと 底まで さし 入れて、 短刀 を 一本取り 出した。 当 

番の夜 父 三 右衛門が 持って いた 脇差で ある。 りよ は 二 

ふくさ 

品 を 手早く 袱紗に 包んで 持って 出た。 

てんまつ 

文吉は 敵を摑 まえた 顚末 を、 途中で りよに 話しな が 

ら、 ii; 院 原へ 来た。 

リ よは 九郎 右衛門に 挨拶して、 着換 をす る 余裕 はな 

いので、 短刀 だけ を 包の 中から 出した。 

九郎 右衛門 は 敵に 言った。 「そこへ 来たの が 三右衛 



きどくの ぎ つき かま ひ しさい これな く 

「奇特 之 儀に 付 構な し」 文吉は 「仔細 無 之 構な し」 と 

ほ. - つし 

申し渡された。 それから 筒井の 褒詞を 受けて 酉の 下 刻 

に 引き取った。 

きゆうめ い 

続いて 酒 井家の 大目 附 から、 町奉行の 釓 明が 済ん 

へ いじょうのと ほリ こころう 

だから、 「平常 通 心得べ し」 と、 九郎 右衛門、 りよ、 

文吉の 三人に 達せられた。 九郎 右衛門、 りよ は 天 保 五 

年 一 一月に 貰った 御 判 物 を 大目 附に 納めた。 

閏 七月 朔 日に りよに 酒 井家の 御用 召が あった。 辰 

の 下 刻に 親戚 山 本 平作、 桜 井須 磨 右衛門が 麻 上下で 附 

き 添って、 御用 部屋に 出た。 家老 河 合 小 太郎に 大目 附 

が 陪席して 申 渡 をした。 



I 女性 なれば 別して 御 賞美 あり、 三 右衛門の 家名 相 

お ほせ つけら る あてお こな ひ ふちく だしお かる 

続 被 仰附、 宛 行 十四 人 扶持 被 下 置、 追て 相応の 者 

むこようしお ほせつ けらる ぺ し なかお くお めみえお ほせ つけら るべ し 

婿養子 可 被 仰附、 又 近日 中 奥 御 目 見 可 被 仰附」 と 云う 

ので ある。 

なかお くめみ え くろち リ めん 

十一 日に りよ は 中 奥 目 見に 出て、 「御 紋附黒 縮緬、 

もみう らま わた そ ひ しろ はぶた へ ひとかさね たまわ 

紅 裏 真綿 添、 白羽 一 一重 一 重」 と 菓子 一 折と を 賜 つた。 

しま 

同じ 日に 浜 町の 後室から 「縞 縮緬 一 反」、 故 酒 井 

忠質室 専寿院 から 「高 砂染 縮緬 帛ニ、 扇 二 本、 包 之 内」 

を 賜った。 

九郎 右衛門が 事に 就いては、 酒井忠 学から 家老 本 多 

いきり おぼしめし これな く 

意気 楊 へ、 「九郎 右衛門 は 何の 思 召 も 無 之、 
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